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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、長鎖脂肪酸の細胞膜透過に関与する脂肪酸輸送タンパク質ファミリーの一員をコードしています。このタンパク質は、小腸の成熟腸管上皮細胞の頂端側で高発現しており、腸管上皮細胞における主要な脂肪酸輸送体と考えられます。臨床研究では、この遺伝子がインスリン抵抗性症候群の候補遺伝子であることが示唆されています。この遺伝子の変異は、未熟児魚鱗癬症候群と関連付けられています。[RefSeq提供、2010年4月]、機能：長鎖脂肪酸（LFCA）の細胞膜透過に関与。小腸腸管上皮細胞における主要な脂肪酸輸送体と考えられます。表皮バリアの形成に役割を果たします。初期胚発生における脂肪吸収に必要です。長鎖および極長鎖脂肪酸に対するアシルCoAリガーゼ活性を有する。,その他：SLC27A4/FATP4を介した脂肪酸の取り込みは、インスリン抵抗性に関連するパラメータと関連しており、インスリン抵抗性は肥満などの脂肪酸代謝および恒常性の乱れと関連している。SLC27A4/FATP4の発現は、後天性肥満と正の相関関係にある。,類似性：ATP依存性AMP結合酵素ファミリーに属する。,組織特異性：脳、精巣、結腸、腎臓で最も高いレベルで発現する。心臓、肝臓、小腸、胃では中程度のレベルで発現する。末梢白血球、骨髄、骨格筋、大動脈では低いレベルで発現する。脂肪組織でも発現する。,
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	SLC27A4抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

